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一 

 



 

名
古
屋
市
計
画
局
が
昭
和
四
十
九
年
度
に
環
状
二
号
線
建
設
に
伴
う
沿
線
へ
の
影
響
を
調
査
す
る
た
め
、
計
画

技
術
研
究
所
に
委
託
し
た
調
査
結
果
は
、
沿
線
住
民
の
不
安
を
い
つ
そ
う
か
き
た
て
る
も
の
と
な
つ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
同
調
査
「
主
要
道
路
沿
線
地
区
の
整
備
に
関
す
る
調
査
研
究
」
に
よ
る
と
、
自
動
車
専
用
道
路
に
一
時
間
当 

名
東
区
、
守
山
区
、
北
区
、
西
区
な
ど
の
沿
線
住
民
は
、
緑
豊
か
な
住
宅
地
を
突
つ
切
る
名
古
屋
環
状
二
号 

 
 

線
（
国
道
三
〇
二
号
線
、
平
面
道
路
）
の
上
に
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
自
動
車
専
用
道
路
を
建
設
す
る
と
い
う
計
画

に
強
く
反
対
し
て
い
る
。 

政
府
は
昨
年
十
二
月
二
十
日
付
告
示
（
総
理
府
第
四
十
号
）
で
、
近
畿
自
動
車
道
の
延
長
と
し
て
名
古
屋
市
名
東

区
～
同
中
川
区
間
（
二
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
を
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
（
以
下
「
国
幹
道
法
」
と
い
う
。
）

に
基
づ
く
高
速
幹
線
自
動
車
道
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。 
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へ
の
国
土
開
発
幹
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自
動
車
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関
す
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質
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意
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三 

 



 

こ
の
よ
う
な
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
調
査
結
果
と
約
九
百
通
に
も
及
ぶ
関
係
住
民
の
反
対
意
見
を
無
視
し
て
、
今
回
、

国
幹
道
法
に
よ
る
基
本
計
画
を
決
め
た
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
政
府
の
住
民
不
在
の
姿
勢
を
浮
き
彫
り
に
し
た
も

の
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

さ
ら
に
、
環
境
庁
は
こ
う
し
た
住
民
の
意
見
を
受
け
、
建
設
省
に
対
し
て
、
「
整
備
計
画
の
策
定
に
当
た
つ
て 

 

は
、
住
民
の
意
向
を
反
映
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
環
境
影
響
評
価
を
実
施
」
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。 

た
り
七
千
二
百
台
、
平
面
道
路
に
三
千
二
百
台
、
速
度
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
大
型
車
混

入
率
を
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
想
定
し
た
場
合
、
沿
道
二
百
メ
ー
ト
ル
以
内
で
は
工
業
専
用
地
域
以
外
の
利
用
が
不
可

能
で
あ
り
、
五
百
メ
ー
ト
ル
以
内
ま
で
は
住
宅
系
の
土
地
利
用
が
不
適
合
と
判
断
し
て
い
る
。 

一 

今
な
お
環
状
二
号
線
沿
線
で
、
こ
れ
ら
の
事
情
を
知
ら
ず
に
住
宅
を
建
設
す
る
住
民
が
あ
と
を
た
た
な
い
現

状
を
踏
ま
え
、
政
府
の
責
任
で
環
状
二
号
線
の
説
明
会
を
開
く
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

そ
こ
で
次
の
諸
点
に
つ
い
て
政
府
の
明
快
な
見
解
を
求
め
る
。 

四 

 



 

 

五 

二 
国
幹
道
法
第
五
条
第
三
項
に
基
づ
い
て
先
に
提
出
し
た
関
係
住
民
の
意
見
に
対
し
て
、
政
府
は
何
ら
か
の
方

法
で
見
解
を
示
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。 

三 

環
境
庁
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
国
幹
道
法
に
よ
る
整
備
計
画
を
立
て
る
前
に
政
府
の
責
任
で
住
民
参
加
を
保

障
し
た
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


